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マガモのGPS追跡
伊豆沼・内沼にはマガモやオナガガモをはじめ、5000羽近い

カモ類が越冬しています。そのほとんどが夜行性のため、生態

はよくわかっていません。また、カモ類の生態は、鳥インフル

エンザ対策の重要な基礎資料となるため、その解明が求められ

ています。そこで日本獣医生命科学大学との共同研究で、12月

21～25日にかけてお借りしたハス田でマガモやオナガガモを捕

獲しました。そのうちの10羽にGPSロガーを装着し、追跡調査を

開始しています。ご協力いただいた農家のみなさまに、あらた

めて感謝申し上げます。

第３２回伊豆沼・内沼の自然フォトコンテスト 入賞作決定

最優秀賞（宮城県知事賞）「日の出とともに」佐藤 浩章 福島県南相馬市

県内外から応募のあった作品の中から、
日本写真家協会井村淳氏の厳正な審査
の結果、 20点の入賞作品が決まりました。
当センターでは、 2月１日より応募全作
品を展示しますので、是非ご来館願いま
す。また、5月3日から右記展示スケジュー
ルにより入賞作品の巡回展示を行います。

期間 会場 展示内容

2/1～3/31 宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター 全 作 品

5/3～5/30 登米市伊豆沼・内沼サンクチュアリーセンター 入賞作品

6/1～6/29 登米市役所１階ロビー 入賞作品

7/3～7/27 栗原市役所１階ロビー 入賞作品

8/1～8/31 JRくりこま高原駅オアシスセンター 入賞作品

展示スケジュール

GPSロガー(矢印)を装着されたマガモのメス



第16回 伊豆沼・内沼研究集会開催

滝川高校・多賀城高校のみなさんが伊豆沼で環境学習
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水生植物園の修繕工事始まる

文部科学省のスーパーサイエンスハ
イスクールに指定されている北海道滝
川高等学校と宮城県多賀城高等学校の
皆さんが、１月6日に伊豆沼において
環境学習を受けました。早朝、伊豆沼
でマガンの飛び立ちを観察した後は、
当財団が伊豆沼・内沼で取り組む保全
活動の説明や、湿原の保全活動、越冬
中の生物の観察を行いました。
かつての仙北平野には湿地帯が多く存
在し、水域、湿原、湖畔林といった多
様な環境と、そこを住処とする生き物
がたくさん見られました。伊豆沼・内
沼は、仙北平野に残された数少ない湿
地帯であり、参加した皆さんには自然
環境を保全する重要性についてご理解
頂けたことと思います。

当財団が管理している水生植物園を現在立
ち入り禁止にし、昨年7月の豪雨災害で破損し
た箇所の修繕工事を行っています。利用者の
皆様方にはご迷惑をお掛けしますが、何卒ご
理解・ご協力のほどよろしくお願いいたしま
す。なお修繕工事は2月末完了の予定となって
おります。

2022年夏の増水がオオハクチョウに及ぼした影響
2022年7月12～16日にかけて伊豆沼・内沼周辺で300mmを越す大
雨が降り、沼の水位が2ｍ近く上昇しました。その結果、ハス
はほぼ全滅し、オオハクチョウの主食となるレンコンもなくな
りました。オオハクチョウの県内飛来数に変動はありませんが
、伊豆沼・内沼のオオハクチョウの個体数（11月）をみると、
2021年には2500羽ほどだったものが、2022年には1000羽ほどと
半分以下に減少しました。そして2023年1月には500羽弱とさら
に減少しました。レンコンの消失による食物資源量の低下がオ
オハクチョウの個体数減少に起因していると考えられます。

倒立してレンコンを食べるオオハクチョウ

写真：狩野博美

伊豆沼・内沼研究集会を下記の日程で開催します。ガンカモ類の飛来地とし
て知られる伊豆沼・内沼は、地域住民、行政、研究者などが一体となり、環境
保全や環境教育などの活動が行われており、研究集会は、伊豆沼・内沼で研究
活動を行っている方々に、日頃の成果を発表していただく場となっています。
発表者の皆様には、発表当日会場にお越し頂き、研究発表や質疑応答にご対

応頂きます。発表者以外の皆様は、会場までおいで頂くか、オンラインによっ
て発表の視聴、質疑応答にご参加頂きます。

開催日時：令和 5年 2月 4日(土) 13時30分～17時00分
開催場所：宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター（１階研修室）

発表の視聴はYouTubeによるライブ配信で実施します。
※ライブ配信のURLは、開催の一週間前までに当財団のHPに掲載

昨年のオンライン配信による研究発表の様子
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